
診
察
予
約
に
応
じ
た
　

検
査
時
刻

　

さ
ら
に
、
検
査
は
受
付
順
で
は

な
く
、
当
日
の
診
察
予
約
の
時
刻

に
応
じ
て
呼
び
出
す
方
式
に
変
更

し
ま
し
た
。
通
常
、
採
血
か
ら
検

査
結
果
が
出
る
ま
で
１
時
間
～
1

時
間
半
程
度
か
か
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
待
ち
時
間
を
減
ら
す
と
同

時
に
、
診
察
ま
で
に
確
実
に
検
査

結
果
が
間
に
合
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
診
察
予
約

が
午
前
11
時
の
場
合
、
採
血
の
呼

び
出
し
は
９
時
半
以
降
と
な
り
ま

す
。
診
察
予
約
が
午
後
、
ま
た
は

当
日
に
診
察
予
約
が
な
い
場
合
、

採
血
の
呼
び
出
し
は
午
前
10
時
半

以
降
と
な
り
ま
す（
呼
び
出
し
時
刻

の
目
安
に
つ
い
て
は
図
表
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）。
移
転
前
は
、
特
に

朝
早
い
時
間
は
立
っ
て
待
た
れ
る

患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
ほ
ど
の
混
雑
は
、
こ
う
し
た

変
更
に
よ
り
緩
和
で
き
て
い
ま
す
。

　

本
院
で
は
、
1
日
に
外
来
で
約

７
０
０
人
、
入
院
で
約
５
０
０
人

▼詳しくはこちらを
　ご覧ください

大阪大学「ワニ博士」

病院再開発基金への
ご寄附のお願い

　再開発事業の第1弾として2025年の
5月に統合診療棟が開院となりました。
統合診療棟は、外来機能、中央診療機能
および一部病棟機能を備え、診療機能の
向上と災害拠点病院としての役割強化を
実現しています。
　第2弾では、外来棟跡地に新病棟を建
設予定で、統合診療棟と既存病棟をつな
ぐ接続パスの整備も計画されています。
　1993年の全面移転以降、病棟は構造
的限界から時代のニーズに適応できなく
なっています。統合診療棟整備での治療
機能強化に続き、患者さんの快適な療養
環境整備が求められています。　
　再開発のコンセプトは、“Futurability
待ち遠しくなる未来へ。”です。今後の再
開発事業にご支援を賜りますようよろし
くお願いいたします。

マスク着用ルールについて

新 診 療 科 長 等 ご あ い さ つ

小
こ だ ま

玉 尚
たかひろ

宏

　このたび、消化器内科長を拝命いたしました。消化
器内科は、消化管、胆膵、肝臓にわたる幅広い臓器・
疾患を対象に、内視鏡・超音波診療を中心として、診
断から治療まで一貫した内科医療を担っております。
消化器がん、炎症性腸疾患、慢性肝疾患など多様な
病態に対し、薬物療法や集学的がん治療を推進すると
ともに、新規治療薬開発や臨床研究にも取り組んでま
いります。外科をはじめとする他診療科・多職種との
連携を通じ、安全で質の高い医療を実践し、阪大病院
への貢献に努めてまいります。
　　　　　　　　　　　　（令和8年1月1日就任）

●消化器内科長

渡
わ た な べ

邊 美
み ほ

穂

　このたび、小児外科長を拝命しました渡邊美穂と申
します。歴代科長が築かれた外科栄養、小児がん、小
児移植、低侵襲手術などの幅広い診療体制を受け継
ぎ、胎児手術や再生医療、医工連携をさらに発展させ
てまいります。患者さんの未来を見据えた包括的医療
と教育に努め、医局員と共に小児外科の新たな価値創
出に取り組みます。今後ともご指導ご支援をたまわりま
すよう、お願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　（令和7年11月1日就任）

●小児外科長

制
御
性
T
細
胞
の
発
見
と
今
後
の
医
療

祝
！
坂
口
志
文
先
生
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
受
賞

　
臨
床
検
査
部
の
採
血
・
採
尿
室
が
２
０
２
５
年
11
月
︑
中
央
診

療
棟（
旧
棟
）か
ら
統
合
診
療
棟（
新
棟
）3
階
に
移
転
し
ま
し
た
︒

移
転
を
機
に
検
査
シ
ス
テ
ム
を
大
幅
に
更
新
す
る
な
ど
し
︑
患
者

さ
ん
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
︒

待
ち
時
間
短
縮
図
り
　

シ
ス
テ
ム
を
更
新

　

臨
床
検
査
部
は
血
液
・
尿
の
検

査
や
、
感
染
症
の
検
査
、
心
電
図

な
ど
の
生
理
機
能
検
査
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
生
理
機
能
検
査
は
25

年
５
月
、
一
足
先
に
新
棟
3
階
に

移
転
し
て
い
ま
し
た
。
25
年
11
月

以
降
は
、
採
血
・
採
尿
も
生
理
機

能
検
査
と
同
じ
フ
ロ
ア
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
一
部
の
患
者
さ
ん

に
お
か
け
し
て
い
た
旧
棟
―
新
棟

間
の
移
動
の
ご
不
便
を
解
消
で
き

ま
し
た
。
採
血
・
採
尿
室
は
診
療
エ

リ
ア
に
も
近
く
、
検
査
か
ら
診
察

ま
で
の
流
れ
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
し
た
。

　

検
査
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、

3
階
に
新
た
に
自
動
受
付
機
を
導

入
し
ま
し
た
。
採
血
・
採
尿
と
生

理
機
能
検
査
は
、
原
則
と
し
て
自

動
受
付
機
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

複
数
の
診
療
科
の
血
液
・
尿
検
査

を
ま
と
め
て
受
け
ら
れ
る
場
合
な

ど
一
部
の
ケ
ー
ス
で
は
、
有
人
対

応
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
受
付

開
始
は
従
来
の
午
前
８
時
半
を
30

分
早
め
て
８
時
と
し
ま
し
た
。
採

尿
も
８
時
か
ら
開
始
し
、
採
血
に

つ
い
て
は
、
病
院
側
の
準
備
が
整

い
次
第
、
８
時
15
分
頃
か
ら
呼
び

出
し
を
開
始
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
自
動
受
付
機
の
設
置
に
伴

い
、
以
前
の
よ
う
な
番
号
札
の
配

布
を
取
り
や
め
ま
す
。
ま
た
、
モ

ニ
タ
ー
で
の
番
号
表
示
を
患
者
支

援
ア
プ
リ
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
採
血
の
た
め

の
ブ
ー
ス
の
数
も
こ
れ
ま
で
の
９

を
13
ま
で
増
や
し
、
特
に
午
前
中

の
混
雑
の
緩
和
に
努
め
て
い
ま
す
。

の
計
約
１
２
０
０
人
分
の
血
液
検

査
を
し
て
い
ま
す
。
尿
検
査
や
生

理
機
能
検
査
、
感
染
症
検
査
な
ど

も
合
わ
せ
た
検
査
の
件
数
は
年
間

１
１
８
万
５
９
２
８
件
に
上
り
ま

す（
24
年
度
）。

　

臨
床
検
査
部
は
、
診
察
を
受
け

ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
診

療
科
か
ら
依
頼
を
受
け
た
検
査
を

実
施
し
、
正
確
な
結
果
を
速
や
か

に
返
す
こ
と
が
使
命
で
す
。
臨
床

検
査
技
師
ら
約
70
人
体
制
で
、
で

き
る
限
り
早
く
検
査
結
果
を
出
せ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
更
新
は
検
査
に
か
か

る
時
間
を
早
め
、
ひ
い
て
は
患
者

さ
ん
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
大
き
な
目
的
で
す
。
移
転
後
、

間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
受
付
方

法
の
変
更
な
ど
で
患
者
さ
ん
に
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
ケ
ー
ス
も
生

じ
て
い
る
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

今
後
、
シ
ス
テ
ム
の
習
熟
と
と
も

に
検
査
が
一
層
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

免
疫
は
病
原
体
や
異
物
か
ら
私

た
ち
の
身
体
を
守
る
仕
組
み
で
す
。

免
疫
で
は
た
ら
く
細
胞
の
中
か
ら
、

坂
口
志
文
先
生
は
制
御
性
Ｔ
細
胞

（
Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
）を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
細
胞
は
、
免
疫
が
強
く
反
応

し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
抑
え
る
、
い

わ
ば
「
免
疫
の
ブ
レ
ー
キ
役
」
で

す
。
Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
の
量
や
働
き
を
う

ま
く
調
整
す
る
こ
と
は
、
感
染
症
、

が
ん
、
免
疫
疾
患
、
移
植
医
療
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
治
療
に

関
わ
る
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
己
免
疫
疾
患
や
臓
器

移
植
後
の
拒
絶
反
応
で
は
、
Ｔ
ｒ

ｅ
ｇ
を
補
う
こ
と
で
免
疫
の
暴
走

を
防
ぐ
治
療
法
が
研
究
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
が
ん
で
は
Ｔ
ｒ
ｅ

ｇ
の
働
き
を
一
時
的
に
弱
め
、
身

体
が
が
ん
細
胞
と
闘
う
力
を
高
め

る
治
療
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
を
利
用
し

た
治
療
は
、
将
来
の
医
療
応
用
を

目
指
し
、
現
在
も
多
く
の
臨
床
研

究
が
進
行
中
で
す
。
阪
大
病
院
で

は
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療

を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
つ
つ
、

診
療
科
を
超
え
て
免
疫
の
仕
組
み

を
深
く
理
解
し
、
制
御
性
Ｔ
細
胞

の
臨
床
応
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
丸
と
な
っ
て
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。（
免
疫
内
科
　
西
出
真
之
）

　

10
月
10
日
、
阪
大
病
院
に
お

い
て
バ
イ
オ
テ
ロ
災
害
対
応
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

阪
大
病
院
の
近
辺
で
炭た
ん
そ疽

菌
に

よ
る
バ
イ
オ
テ
ロ
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
、
災
害
対
策
室
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
感

染
制
御
部
、
看
護
部
、
検
査
部

な
ど
が
合
同
で
行
っ
た
訓
練
で
、

吹
田
市
消
防
本
部
に
も
ご
視
察

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
患

者
さ
ん
が
搬
送
さ
れ
た
場
合
に

必
要
と
な
る
災
害
テ
ン
ト
を
組

み
立
て
て
、
除
染
、
検
査
、
入

院
の
流
れ
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
院
は
地
域
災
害
拠
点
病
院

で
す
。
要
件
と
し
て
、
災
害
時

の
緊
急
対
応
、
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
を
保
有
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
第

二
次
救
急
医
療
機
関
で
あ
る
こ

と
、
地
域
の
救
急
医
療
機
関
等

と
と
も
に
定
期
的
な
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
等
が
必
要
で
す
。

　

10
月
18
日（
土
）に
17
医
療
機

関
（
42
名
）と
３
保
健
所
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
大
阪
大
学
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
研

修
会
を
開
催
、
広
域
災
害
・
救

急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
入
力

訓
練
と
豊
中
市
保
健
所
に
よ
る

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

バ
イ
オ
テ
ロ
災
害
対
応
訓
練
を
実
施

豊
能
広
域
災
害
時
の
救
急
医
療
を
訓
練

採血の呼び出し時刻の目安
当日の診察予約時刻※1 採血の呼び出し時刻

  8:30～ 午前 8:30以降
10:00～ 午前 8:30以降※2

10:30～ 午前 9:00以降
11:00～ 午前 9:30以降
11:30～ 午前 10:00以降
12:00～ 午前 10:30以降

診察予約が午後の方
当日診察予約がない方 午前 10:30以降

※ 1．当日複数の予約がある場合は、最初の診察の予約時刻で判断します。
※ 2．当日診察予約が 8:30～の患者さんの採血が終わり次第、呼び出し。
※ 診察の内容などにより例外もあります。

臨床検査部（採血・採尿室）が
統合診療棟3階に移転

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
決
ま
り
学
内
で
記
者

会
見
す
る
坂
口
志
文
先
生
＝
2
0
2
5

年
10
月
6
日

13に増設された採血ブース

・院内感染対策のため、市中の感染症
   流行状況に併せてルールが変わりま 
   す。最新の情報は、本院ホームペー
   ジまたは院内掲示をご確認ください。

・個別の状況によって、医師の指示で
   マスク着用をお願いする場合があり
   ます。

・ せき、くしゃみ、鼻水等の症状がある
　方は、「マスクを着用する」「ティッ
　シュ・ハンカチなどで口や鼻を覆う
　（袖、上着の内側も OK）」などの
　” 咳エチケット” で感染予防をお願　
　いします。

1 2026年1月25日 The University of Osaka Hospital News No.101
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が
ら
腫
瘍
を
適
切
に
切
除
す
る
こ

と
が
基
本
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

世
界
的
潮
流
で
あ
る
「
よ
り
低
侵

襲
に
、
よ
り
正
確
に
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

変
性
疾
患
に
対
し
て
は
、
内
視

鏡
・
顕
微
鏡
手
術
を
積
極
的
に
導

入
し
、
筋
肉
や
靱じ
ん
た
い帯
へ
の
損
傷
を

最
小
限
に
抑
え
、
早
期
社
会
復
帰

に
つ
な
が
る
低
侵
襲
手
術
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
側そ

く
わ
ん弯
症
を

は
じ
め
と
す
る
高
度
脊
椎
変
形
や

脊
椎
・
脊
髄
腫
瘍
な
ど
リ
ス
ク
の

高
い
手
術
で
は
、
術
中
神
経
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
り
神
経
障
害
の
兆

候
を
早
期
に
捉
え
つ
つ
、
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
高
度
で
安
全
性
の

高
い
手
術
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
５
月
に
は
、
新
た

な
統
合
診
療
棟
の
稼
働
に
伴
い
手

術
部
が
移
転
・
刷
新
さ
れ
ま
し
た
。

多
軸
型
Ｃ
Ｔ
様
画
像
撮
影
装
置

（ARTIS pheno, Siemens

）を
備

え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
が
２

室
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
高
精
度

画
像
下
で
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手

術
を
日
常
手
技
と
し
て
行
え
る
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
脊
椎
イ
ン

ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
術

で
は
、
術
中
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
３
Ｄ
画

像
と
連
動
し
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

を
用
い
、
ス
ク
リ
ュ
ー
位
置
や
重

要
構
造
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認

し
な
が
ら
挿
入
す
る
こ
と
で
、
安

全
域
の
確
保
と
手
術
時
間
短
縮
、

合
併
症
リ
ス
ク
低
減
、
再
手
術
率

抑
制
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

脊
椎
・
脊
髄
腫
瘍
手
術
に
お
い

て
も
、
腫
瘍
と
神
経
・
血
管
の
位

置
関
係
を
術
中
に
把
握
し
、
よ
り

確
実
で
機
能
温
存
に
配
慮
し
た
切

除
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

術
中
透
視
装
置
の
使
用
を
減
ら
し
、

医
療
者
の
被
ば
く
を
大
幅
に
軽
減

で
き
る
こ
と
も
非
常
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
統
合
診
療
棟
で
の
先
進
的
な
手

術
環
境
を
活
か
し
、
低
侵
襲
で
安

全
か
つ
質
の
高
い
脊
椎
外
科
治
療

を
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
の
脊せ
き
つ
い椎
グ
ル
ー
プ
で

は
、
頚け
い
ず
い髄
症
や
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
い

っ
た
頻
度
の
高
い
変
性
疾
患
か
ら
、

脊
椎
変
形
矯
正
手
術
や
脊せ
き
ず
い髄
腫
瘍

な
ど
高
度
な
専
門
性
を
要
す
る
疾

患
ま
で
、
幅
広
く
診
療
し
て
い
ま

す
。
神
経
障
害
の
原
因
と
な
る
圧

迫
病
変
を
的
確
に
除
圧
し
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
安
定
し
た
固
定

を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
脊
椎
・
脊

髄
腫
瘍
で
は
神
経
機
能
を
守
り
な

神
経
機
能
を
守
り 

低
侵
襲
で
安
全
な
手
術

統
合
診
療
棟
で
先
進
的
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
導
入

整
形
外
科（
脊
椎
グ
ル
ー
プ
）

　

病
棟
１
階
の
理
学
療
法
室
は
開

放
的
で
明
る
い
空
間
で
す
。
技
士

10
人
が
所
属
し
、
変
形
性
関
節
症

や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
、
脳
卒
中
な
ど
、
運
動
機
能

障
害
の
患
者
さ
ん
の
基
本
動
作
能

力
を
回
復
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

複
数
の
専
門
資
格
を
持
つ
技
士
が

各
診
療
科
の
医
師
と
連
携
し
、
専

門
性
の
高
い
療
法
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
言
語
聴
覚
療
法
室
で
は
技

士
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
完
全
個
室
で
、

失
語
症
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
障
害
や
嚥え
ん
げ下
障
害
の
あ
る
患

者
さ
ん
の
回
復
訓
練
を
行
い
ま
す
。

作
業
療
法
室
の
一
角
に
は
モ
デ
ル

ル
ー
ム
の
よ
う
な
キ
ッ
チ
ン
や
冷

蔵
庫
、
浴
室
ユ
ニ
ッ
ト
、
和
室
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
技
士

４
人
が
所
属
し
、
食
事
や
着
替
え

な
ど
の
退
院
後
の
日
常
生
活
に
必

要
な
動
作
能
力
の
回
復
を
手
助
け

し
ま
す
。
肩
、
肘
、
手
の
運
動
や

指
先
の
巧
緻
な
動
作
能
力
を
回
復

す
る
訓
練
も
行
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
は
患
者
さ
ん
と
の
顔

の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
基
本
で
す
。
毎
年
の
阪
大
病
院

の
患
者
満
足
度
調
査
で
は
、
リ
ハ

ビ
リ
職
員
の
対
応
に
ほ
ぼ
１
０
０

％
の
満
足
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

３
職
種
が
医
師
や
看
護
師
、
他
職

種
と
円
滑
に
連
携
し
て
患
者
さ
ん

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
回
復
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
は
、

医
師
４
人
、
理
学
療
法
士
24
人
、

作
業
療
法
士
４
人
、
言
語
聴
覚
士

３
人
が
所
属
し
、
と
く
に
急
性
期

の
入
院
患
者
さ
ん
の
機
能
改
善
、

回
復
の
た
め
の
高
度
で
適
切
な
リ

ハ
ビ
リ
医
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

院
内
の
全
診
療
科
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

依
頼
を
受
け
、
２
０
２
４
年
度
の

初
診
依
頼
患
者
数
は
延
べ
２
８
９

１
人
で
す
。

　

病
棟
９
階
の
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
室
で
は
、

理
学
療
法
士
７
人
が
病
棟
の
看
護

師
と
連
携
し
て
、
急
性
心
筋
梗
塞

や
大
血
管
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん

の
筋
力
、体
力
を
回
復
さ
せ
る
運
動

療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
急
変

時
に
も
対
応
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
や
、
訓
練
時
に
窓
外
の
万
博
記

念
公
園
を
見
下
ろ
せ
る
眺
望
な
ど
、

患
者
さ
ん
の
評
判
は
上
々
で
す
。

　

病
棟
７
階
の
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー

内
で
も
、理
学
療
法
士
５
人
が
呼
吸

器
疾
患
や
肺
が
ん
な
ど
の
患
者
さ

ん
に
早
期
の
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
患
者
さ
ん
に
も
病

棟
の
看
護
師
と
協
力
し
、
積
極
的

な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理学療法 作業療法 言語聴覚療法

患者本位の先進的なリハビリ
フラッグで子どもたちにエールを
送っていただきました。

心のこもった絵本を多数
ご寄贈いただきました。

ご協力いただいた企業・団体（五十音順）
・NPO法人キープ・スマイリング様
・NPO法人日本クリニクラウン協会様
・OSAKAあかるクラブ様
・株式会社アデランス様
・株式会社マインドウェイブ様
・UHA味覚糖様

管理栄養士による「がん治療中の食
事」をテーマにした講演会を開催し
ました。科学的根拠のあるがんのリ
スクと食材との関係や、症状別の食
事のひと工夫など知りたかったことが知れるような講演でした。参
加者からは「あまり神経質にならなくてもよいと安心した」「具体的
でわかりやすかった」などのご感想をいただきました。

手洗い講習を受講いただき、
病理部や薬剤部、ベッド洗浄
を見学いただきました。

小児医療センター EVENT

阪大病院
見学会

阪大病院
がんサロン

第
34
回

ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

　11月28日におすすめ御膳を実施
しました。今回は川村事務部長の
「食欲の秋、大阪の活気ある味で元

気を届けたい」という
メッセージとともに大阪グルメを提供
しました。特別治療食は、「たこ焼き」
をはじめ、「肉すい」、北摂地域の郷土
料理「丁

でっ ち

稚羊
ようかん

羹」のほか、調理師が手作
りした押し寿司「大阪寿司」でした。押し寿司は、も
てなし料理の定番として大阪で親しまれてきた文化
があります。小児食のデザートは可愛らしい“豆柴”
をイメージして１枚ずつ焼きあげた「どらやき」で
す。今後も患者さんに楽しんでいただける企画を考
えていきたいと思います。

　入院患者さんを対象に病院食ア
ンケートを実施しました。食事の
満足度については、一般治療食で
は86％、特別治療食では89％の
方から「満足・やや満足・普通」と
回答いただきました。特別治療食
の方へ「ご自宅でも病院の食事を
参考にしようと思いますか」とうか
がったところ、90%の方に「はい」
とお答えいただきました。また、

「毎日おいしい料理に感謝します」
「以前の入院時より美味しくなって
います」などの嬉しいご感想や、
「朝食の卵焼きのだし感が感じられ
ない」「マカロニが固い」など食事
へのご意見もありました。今回の
ご意見を参考に、今後も「美味しい」
「自宅でも作りたい」と思っていた
だけるような食事を目指して取り組
んでまいります。

一般治療食 特別治療食

満足
やや満足
普通
やや不満
不満

37％
29％

20％

2％3％

9％

0％4％

35％
34％

20％

7％

無回答

食事の満足度

病院食
アンケート

おすすめ御膳

結果
報告

大阪大学賞を受賞

　

こ
の
度
、
大
阪
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
「
統
合
診
療
棟
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
令
和
７
年
度
の

大
阪
大
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
に
統
合

令和7年度

再開発委員と再開発企画整備室のメンバー

診
療
棟
の
建
設
・
運
用
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

の
た
め
の
快
適
な
医
療
環
境
の
提

供
、
次
世
代
を
担
う
医
療
人
の
育

成
、
そ
し
て
病
院
全
体
と
し
て
の

高
度
医
療
体
制
の
強
化
を
目
指
し

た
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
受
賞
は
、
再
開
発
委
員
会

及
び
再
開
発
企
画
整
備
室
を
中
心

に
、
診
療
科
や
事
務
部
門
な
ど
全

病
院
ス
タ
ッ
フ
が
団
結
し
、
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
協
力
し
て
進
め

た
「
チ
ー
ム
エ
フ
ォ
ー
ト
」
の
成

果
に
よ
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

多
く
の
患
者
さ
ん
や
地
域
の
方
々

に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
員

参
加
型
の
成
功
事
例
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
を
励

み
に
、
阪
大
病
院
は
未
来
志
向
の

医
療
体
制
を
進
化
さ
せ
、
患
者
中

心
の
医
療
の
実
現
へ
と
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

・
大
阪
寿
司　
・
た
こ
焼
き

・
肉
す
い　

     

・
酢
の
物

・
丁
稚
羊
羹
（
栗
入
）

小児食デザート小児食デザート

特別治療食　
「肝臓食」の献立

ナビゲーション下の内視鏡手術

●特発性側弯症に対する椎弓根スクリューを用いた矯正固定術
●術中に撮影したCT上にリアルタイムにデバイスを表示
右

関
西
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
様
よ
り

NPO法人ホスピタル
フットボール様より

●
1
階
作
業
療
法
室

●
9
階
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
室

●
1
階
理
学
療
法
室

大阪大学医学部附属病院
統合診療棟建設プロジェクト

業績名

右左下

2611/
2025

2410/
2025

1912/
2025

1211/
2025

PHOTO TOPICS

左

絵本寄贈絵本寄贈

ゴールドセプテンバーゴールドセプテンバー

2312/
2025

やさしいサンタさんがプレ
ゼントを持ってきてくれま
した。コンサートも実施し、
素敵な音色が病棟に響き
渡りました。

サンタ回診サンタ回診
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